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台湾国史館蔵 1930 年代上海近郊農村地籍図考察簡報 









































   第一張 頭部標題〈川沙縣第一‧四區原圖 西北〔4〕〉。作製年月：記載無し。紙質： 
パラフィン紙。便宜上、「地図川甲｣と呼ぶ。 
   第二張 頭部標題〈川沙縣第一區曹河郷‧兪公郷 西 1北 4 18〉。作製年月：記載無
し。紙質：パラフィン紙。同じく「地図川乙｣と呼ぶ。 
   第三張 頭部標題〈金山縣第三區松隱鎮高涇橋附近 2〉。作製年月：民国 24 年 7 月。
紙質：一般紙。「地図金甲｣。 























を探し出した。現存するのは、抗戦前二種―民国 24 年（1935 年。書号：521248）・25 年











先ず民国 23 年 9～12 月、江蘇省土地局の全省土地測量隊の「図根隊」（図根点＝小三角
点）第八組が 104 個の小三角点を設定、51 箇所は水準を実測（言うまでもなく、江南デル
タ西南部に位置するこの地域は、高低差はほとんど無い）、基線一条を定め、清丈の基点と
した（01）。清丈隊の測量と製図作業は、25 年 1 月までに、全県下第一～第六区のうち、
四・五・六の三区で完成した。この際、一筆一筆の確認以外に、郷・鎮の界線の確定も大





















山県人は見られず、登記員 11 名（試用 2 名を含む）は上海県人 1 名以外全員、覆丈員 7 名





在は、県―都（or 区 or 保）―図（番号を付す）―字圩（千字文で表記）―号（番号）で表記されてきた。
農民が、ただ“図圩を知るのみ”とはこの謂である。 
4 「汆」は土音では den のように聞こえる。 
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1 月 22 日浦東机口村に入ったが、晴天ながら、朔風吹き荒ぶ乾き切った一日であった。





















































【第三次調査】2009 年 2 月、浩光行政村で二日間聞き取り調査する。村民委員会の若い
女性幹部が積極的に手配してくれ、村民委員会内の警察事務室！を借りて二日間の聞き取
りを実施した。特に、貧農出身、土地改革から一貫して幹部で、書記も勤めた老人の回憶
は面白かった。最後に、「水害無い、旱害無い、螟虫の問題はあったものの、蝗の害も無い。
大地主も極めて少なく、自耕農が多かった。どうでしょう。日本の侵略は別として、一般
的に生活はよかったのでは？」と水を向けたら、「“旱澇保収”、生活は楽であった」とはっ
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きり断定した。 
ただこの地域では、地主が一人銃殺されている。“小地主”であったが、保長を務めた何
姓の人物が、1951 年に処刑された。「地図金乙」にも多くの地片の所有者として登場する大
地主徐甲相（総計 140 畝）は、旧時代に金山県参議院長なども任じた有力者だったが、息
子が黄埔（？）軍官学校に入り、解放軍の師団長級の軍人になったのでお構いなしであっ
たという。 
しかし、村内における廟の存在については、老幹部は否定する（貧農出身の幹部として、
“破四旧”に奮闘し、諸廟の撲滅に努めた存在であったろう）。しかし他の老人から、蒋涇
浜の支流に「水仙橋」があり（地図で確認）、その北に「涼亭」があって焼香していたとの
回憶を聞いた。地図に存在する。「地図金乙」の東南辺に、数個の住宅と並んで、地番 2167
「宅地 劉神社」（劉の神社ではなく、劉神の社であろう）が橋の北袂に存在する。劉姓神
であり、おそらく劉猛将廟かと推定されるが、これこそ打鉄浜など、浩光行政村南半の諸
自然村の社廟であった。 
最後は、また唐鎮に舞い戻り、暮二村のさらに東に位置する暮一村を随意に採訪する。
机口行政村民委員会から東進数キロ、殆ど村落が撤去されている暮二村を通り抜けると、
小中心地暮紫橋に出る（暮一・暮二行政村の村名の由來？）。老人たちから社廟として、小
地名王巷所在の「孟家堂」の存在を聞き出し、さらに一路東進、二条の水路に挟まれた廟
を探り出し、採訪する。「孟
、
家堂」とは、おそらく「猛
、
将廟」の音通かと漠然と考えていた
が、“神の姓は”との問いに、即座に「劉」姓との答えが返って来た！劉猛将廟であったこ
とは確かであろう。 
 
５．村落の経済状況 
詳細は、今後の論文に譲るが、経済状況を概観しておく。東から西に向かって、Ａ浦東
唐鎮机口行政村（便宜上この一村を以て総称する）、Ｂ松隱鎮浩光行政村、Ｃ泖港鎮新龔行
政村と位置する。 
その地勢は、大きく云えば、江南デルタ東部の微高地（Ａ）から、その西端（Ｂ）、そし
て微高地を外れてデルタ低部東端（Ｃ）と看做し得る。しかし標高差は、数メートル以内
であり、地形図には表現されない。このような地勢を反映し、何れも夏期に水稲を栽培す
るが、Ａでは棉花との輪作を行なっていた。但し米穀の方が収益がよかったという（灌漑
の関係上、ある程度まとまった範囲で、農家は作物を一致させたという）。Ｂでは棉作は若
干行なったが、Ｃでは皆無であった。Ｃの泖港鎮（既に戦前の地形図に見える重要な河港）
の「泖」とは、太湖の下流の澱山湖から流出し、黄浦江の主たる水源となっている泖河＝
三泖に由來している。Ｃはデルタ低地が、東部微高地に移行してゆく東端に位置している
といえる。 
ＡＢＣで地勢にごく僅かな差異が存在するが、長方形を基本形とする各耕地は、殆ど全
てが、水路＝浜に接し、直接に灌漑用水を上水できるようになっている（因みに「浜」bang
とは、江南デルタ特有の地形名称で、聚落周辺に切り込まれた、小船を繋留するための、
183
行き止りの船溜であり。水際を意味する「濱」bin とは、全くの別字である）。 
このような環境は、さまざまな生活・生産用具に影響を与えている。交通手段として、
Ａ・Ｂで、舟は全く使っていない（民国 20 年代の上海市郊区では道路建設が進んでいたこ
とを考慮に入れるにせよ）。 
全て圩田地域であり、当然に三地とも耕地表面が水面より高く、灌漑には周辺のクリー
ク（涇・浜）から、竜骨車を用いて、揚水せねばならぬ。低地に属するＣでは、竜骨車に
は牛は殆ど使わず、足踏みの竜骨車（踏車）が主に使用されていた。しかし、中間のＢで
は牛（黄牛）に依る牛車と踏車の併用。そして高郷に属するＡでは、殆ど黄牛の牛車のみ
が使用された。なお肥培効果とクリーク＝排水路の疎通を目的とする、涇・浜の冬季の浚
渫は、常に行なわれていた。 
特段の副業として手工業が営まれた記憶は無い。抗戦時期から内戦期まで、何よりも米
穀の生産に力が注がれていたことを、更に西に位置する青浦県西部の朱家角・章練塘など
諸鎮で確認したが、同様の情況にあったのであろうか。今後の考察課題である。 
 
おわりに 
所与の地図は、方格状に機械的に区域を限って清丈した上での地権の所在を示すに過ぎ
ず、ここから土地所有情況を全面的に断定することは不可能である。しかしながら、三地
の聞き取りで共通していたのは、地籍図に記載された者の直系・傍系の子孫が数多く存在
することであった。また、「地主」は存在したものの（但し「地主」が経済的実態よりは、
むしろ、人々の敵対感情を無理に掘起こし、在地の“階級闘争”を組織するために、政治
的に措定された可能性が少なくないように思われる）、自耕農が多かったと言うことであっ
た。土地改革に際会して、“江南無封建”という見方に対し、狂気じみた攻撃を毛沢東・中
共が展開したが、三地の地籍図や聞き取りから垣間見えるのは、まさしく自作農が卓越す
る、“江南無封建”という経済・社会状況であったように思われる。 
 この仮の結論を作業仮説とし、今後、考察を深めたいと思う。本稿はそのための思考の
整理を試みた中間総括である。 
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